
「ア ッ シ ャ ー 家 の 崩 壊 」 に お け る

ア ッ シ ャ,一一一館 の 位 置 考 察

勝 β立
口 章 人

この小論 は,エ ドガー ・ア ラン ・ボーの 「ア ッシ ャー家の崩壊 」 の舞台 となる,ア ッシ

ャー館 が位 置す る場所 の特質 を探究 す るこ とによ り,ア ッシャー館 の もつ意味 を考 え ,作

品全体 を解 明す ることを 目的 とす る。

ア ッシ ャー館 の置かれてい る場所 を見極 め るには,次 に挙 げ る三 つの異 った角度か らこ

の作品 を分析 す るのが有効で あろ うと考 え られ る。 まず ,ボ ーが い くつかの短編小説 にお

いて共通 して用い たあ るパ ター ンを考察 する ことによ って ,ア ッシ ャー館 の置かれてい る

場所 の特質を知 る手掛 りとす る。 次 に,こ の作品 の語 り手 の性格 と この物語 におけ る役割

を確 かめ ることが必要で ある。 そ して,ア ッシャー館 と,そ の住人で ある ロデ リック,マ

デ ライン兄 妹 との関連性 を も論 じておかね ばな らない。 以上の三点が こ こで取 りあげ られ

る問題 とな る。

まず,ア ッシfi一 館の置かれて いる場所 の特質を探 る手掛 りとな る,t一 が用い た共通

のパ ター ンは,「 鐘 楼の悪魔」 と 「赤 死病 の仮面 」 において顕著 に表 わ されてい る。

「鐘楼 の悪魔」 でボーは この物語 の舞 台 とな ってい るVondervotteimittissと い う名の

村 を次の よ うに描 す る。

Thesiteofthevillageisinaperfectlycircularvalley
,aboutaquarterof

の
amileincircumference,andentirelysurroundedbygentlehilts ...,

この村はすべてのものが幾可学模様のように整然 と整え られた村で,住 民は町会議事堂
{2)

の尖塔 の上 にある時計 に合 わせて,毎 日規則 正 しい生活 を送 って い る。 しか し,住 民は村

の周囲 をと り囲 んでい るなだ らか な丘 の向 こうにあ る世界 に関 して は全 く無 関心であ る。

彼 らは丘の向 こうに何 かが存 在す るとは考えて もみず その内部 の世界 にのみ安住 してい る

のであ る。 ところが,あ る 日突 然,上 か ら下 まで黒 づ くめの服装を した得体 の知 れない何

物 かが,住 民が何 もない と思 い こんでい る丘 の向 こうか ら侵入 して くる。 そ して,村 の秩

序 はその男のため に破壊 され,村 中が混乱状態 に陥 って しま うとい う話で ある。

また,「 赤 死病の仮面」で は,Vondervotteimittissに あた る場所 は,こ の物語 の主人

公 で あ るプ ロスペ ロ公 が,あ た り一面 に猛 威をふ るう赤死病 とい う不治 の病 か ら逃れ るた
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めに,健 建な友人達 と共 にたて こもった城 の内部 の世 界であ る。 ボー はその城 の内 と外を

次 のよ うに描写す る。

Theprincehadprovidedalltheappliancesofpleasure.Therewerebuffoons,

thereweremusicians....Alltheseandsecuritywerewithin.Withoutwas

the"RedDeath."(1V,p.215)

赤死病が猛威 をふ るう城 の外部 に対 して,内 部は プロスペ ロ公 の意 のま まの享楽 の世界

で ある。彼 は このよ うな世界を維持す るため に,城 門 に岩乗 な閂 をか け,自 らを保護 し,

外 界か ら遮断 しよ うと試 み る。 しか し,こ の保 護 されて いるはず の城 内に,あ たか も 「夜

の泥棒 のよ うに」(lV,p.258)侵 入者 が しのび込んで くる。 そ して,フ ロ゚スペ ロ公 は,こ

の侵入者 によ って殺 害 され,彼 の築 きあげた城 内 の世界 は崩壊 し,す べてを 「暗黒 と荒廃

と赤死病」(IV,p.258)が 包 み こんで しま うので ある。

この二つ の物語 の共通要 素か ら,ボ ーかい くつかの短編小説 において用 いたパ ター ンと

い うものが 明白にな って くる。時計 によ って律せ られてい る秩序 の世界,又 はプ ロスペ ロ

公 の指導権 によ って律 せ られて いる世界,つ ま り論理的 な世 界があ り,そ の世界 は,丘 と
(3)

か城壁 とかの 『壁」 の役割 を果 たす もので取 り囲 まれ,内 部 の者 には全 く手 出 しので きな

い外界,す なはち,非 論理的 な世界 とを隔離 して いる。 しか し,結 果的 には,こ の 『壁」

は非論 理的世界か らの侵入者 を防 ぐの に何 の役 に もたたず脆 くも崩 れ去 る運 命 にあ り,つ

い には保護 されてい るはず の論理 的世 界は,外 部 の非論理 的世界 によって覆 いつ くされて

しま うとい うパ ター ンで ある。

で は,こ のパ ター ンが 「ア ッシ ャー家 の崩 壊」 とどのよ うに関連 してい るのだろ うか。

この作品 は前 述の二作品 のよ うに,こ のパ ター ンが ぴ った り当て はまる とい う単純 な構 成

を もつ ものではない。 だか らこのパ ター ンを そのまま この作品 に当て はあよ うと して も無

理で あ る。 だが,こ の作品 において も,こ のパ ター ンを認識 してい る ことが,作 品 を理 解

す るうえで,充 分有効 な手段 なのであ る。いか に有効 かを論 じる前 に,こ の物 語の語 り手

の特微 を考え る必要が あ る。

語 り手 は一見,極 めて論理 的な人物 に見え る。彼 はア ッシャー の館 を初 めて見た時 に,

この館の外観 とそれを取 り囲む あた り一帯 の不気 味なふんい気 に圧 到 され,恐 怖 の念 にか

られ る。 しか し,し ば らくして気を とり直 し,こ の建物の外観 を冷静 な 目で観 察 しよ うと

試 み るので ある。彼 は重 くの しかか る精神的重圧 を振 り払い,次 のよ うに語 る。

Shakigofffrommyspiritwhatmusthavebeenadrem,Iscannedmore

narrowlytherealaspectofthebuilding.(III,p.276)
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語 り手 の このよ うな論理 的な物 の見方 は,こ の物語 を通 して一貫 して い る。 物語 の後半

に至 り,不 気 味な霧が ア ッシャmの あた り一面 にた ち こめ る夜,ロ デ リック ・ア ッシャ

ーが部屋 の窓 を開 けよ うと した時 に も,語 り手 は彼 を制 して言 う。

"Thesea
ppearances,whichbewilderyou(Roderick,aremerelyelectrical

phenomenanotuncommon‐oritmaybethattheyhavetheirghastlyorigin

intherankmiasmaofthetarn....(III,p.292)

アッシャー館周辺の不気味さに圧到されなが らも,語 り手はなお論理的な目を失なおう

とは しない。この物語の語 り手は,不 気味なアッシャー館を詳細に描写することもできれ

ば,そ の周囲に起 こる不思議な現象も,た だ単に自然現象にすぎないと分析するような人

物なのだ。彼はすべての物事を論理 の枠内で解決 しようとするのである。
(a)

CharlesFeidelsonJr.は こ の 語 り手 に つ い て 次 の よ う に 述 べ る。

ThegentlemanwhocomesridinguptothehouseofUsheristhe

personificationofrationalconvention.LikeallPoe'snarrators,eventhemost

unbalanced,hewouldliketoclingtologicandtocommon-sencematerial

world.

このFeidelsonJr.の 意 見は卓見で あ るが,彼 の意見を そのま ま受 け とることはで きな

い。 「ア ッシ ャー家 の崩壊 」 の語 り手 はrationalconventionの 疑人化 とい うよ りは,論

理 にすが りつかず には生 きてい けない,す べて の人間 の持 つ一 つ の人 間性 を象微 してい る

人物 で ある と考 え るべ きだ。 なぜ な らば,皮 肉に も,常 に物事 を論理的 に解 決 しよ うとす

る語 り手 自身 の 口か ら,論 理 の無 力 さが知 らず知 らず に漏 らされ るのに我 々は気付 かざ る

を得 ないか らであ る。彼 は ア ッシ ャー館を初 めて見た時す でに,自 分 の心 にの しかか って

きた ゆ うつ さの原 因に対 しIknownothow....(III,P.273>と い う言葉を漏 らす し,

自分が なぜ 恐怖 の念 にか られて い るのか の原 因に関 して もIknownotwhy...。(III,P.

277)と い う語 り口にな るので ある。

この作 品 において,語 り手 の住 む論理的世 界は,前 出の二作 品で 見た 非 論理 世 界か ら

『壁』 では っき りと区別 され るよ うな図式 的な世界 とは異 った ものであ るが,論 理的世界

とい うものは,す べ ての物事 に論 理的決着 をつ けよ うと しが ちな,語 り手 に代表 され る入

間が住 む 日常世界 と して在存す ることは確 かであ る。

ア ッシャー館 の置かれてい る場 所の特質 を明 らか にす るたあ に,以 上の三点 について言

及 した。次 に三つ 目の問題で あ るア ッシ ャーの館 その もの と,ロ デ リッ ク,マ デ ライ ン兄

妹 につ いて考察 しよ う。
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ア ッシ ャー館 の内部は,不 気味 な外観 同様,奇 妙 な様相 を呈 してい る。語 り手 は,ア ッ

シャー館 の内部 を次のよ うに語 る。

...Yshouldfailinanyattempttoconveyanideaoftheexactcharacterof

thestudies,oroftheoccupations,inwhichhe〔Roderick〕involvedme,or

ledmetheway.(III,p.282)

論理 的な 目を持 ち続 けよ うとす る語 り手 にとって も,ア ッシfi一 館 の内部 はど うに も不

可解 なのであ る。その上,こ の館 の住 人であ るロデ リック,マ デ ライ ン兄妹 は,よ り一 層

不可解 な存 在 と して しか語 り手 の 目には映 らない。語 り手 とこの館の主入 ロデ リックとは,

幼 ない頃 の友達 であ ったに もかかわ らず,彼 が 目前 に して い るロデ リックには,今 やその

面影す ら残 っていない。彼 は ロデ リックの あまりの変貌ぶ りに驚 き,彼 を 自分 とはかけ離

れ た存 在であ ると感 じるのであ る。

ItwaswithdifficultythatIcouldbringmyselftoadmittheidentityofthe

wanbeingbeforemewiththecompanionofmyearlyboyhood.(III,p.278)

彼 は続 けて言 う。

Thesilkenhair,too,hadbeensufferedtogrowallunheeded,andas,inits

wildgossamertexture,itfloatedratherthanfellabouttheface,Icouldnot,

evenwitheffort,connectitsArabesqueexpressionwithanyideaofsimple

humanity.(III,p.279)

語 り手 の 目には,も はや ロデ リックは 自分 と同 じ論 理的世界 に住 む人 間ではな く,何 か不

可 思議 な世界 の在存(being)と して しか映 らない。 同様 に,ロ デ リックの妹 マデ ライン

も語 り手 にとって,こ の世の もととは思 えないのであ る。

....theladyMadeline(forsowasshecalled)passedslowlythrougharemote

portionoftheappartment,and,withouthavignoticedmypresence,

disappeared.(III,p.281)

語 り手 はdisappeareと い う単語 を用い るこ とによ って,あ たか もマデ ラインが幽霊で あ

るかのよ うに,彼 の前を通 り過 ぎ,消 え去 った と 言 わん ばか りの 表現をす る。 又Lyle

H.Kendal1.Jr.の よ うにマデ ライ ンを想像上 の存 在であ るバ ンパ イヤーだ と考え る批評

一104-一



「ア ッ シ ャー 家 の 崩壊 」 に お け る ア ッシ ャー館 の位 置考 察

(5)

家 がい るの も当然で あろ う。 いつ れに して も,マ デ ライ ンが論 理的世界 の人間 か らは ほど

遠 い存在で あ ることには変 わ りが ない。要す るに,ア ッシ ャー館 はその住 人で あ るロデ リ

ック,マ デ ライン兄妹 を も含 め た全体 と して,語 り手 に とって は理解不可 能 な存在物 な の

で あ る。

その三者が実 は一 体で あ ることは,°,-」一;^_の書 いた次 の二文章 か ら充分 にうかが い知 るこ

とが で きる。

Astrikingsimilitudebetweenthebrotherandsisternowfirstarrestedmy

attention;andUsher,divining,perhaps,mythoughts,murmuredsomefew

wordsfromwhichIlearnedthatthedeceased〔Madeline〕andhimselfhad

beentwins....(III,pp.288--89)

〔theappellationofthe``HouseofUsher"〕seemedtoinclude,intheminds

ofthepeasantrywhousedit,boththefamilyandthefamilymansion.(III,

p.275)

上 の引用 文で,ロ デ リックとマデ ライ ンとい う双子 の兄妹 の相以性 が確認 され,下 の文
(s}

で はその相以 した二入 とア ッシャー館 が同一視 されて い るとい うが とが わか る。 ボー は,

ア ッシャー館 が,そ の周辺 の環境及 び,内 部 の住 人で あ る兄妹をすべ て包み こみ,一 体化

した もの の象徴 で ある ことを読者 に印象づ けよ うと して い るのだ。 そ して,ア ッシャー館

に象微 され る世界 は,先 に言 及 したよ うに,不 可思議 な世界 と して,常 に論理 的であ ろ う

とす る日常世界 か らや って来 た語 り手 の前 に蠕居 して い るので ある。

ここで,前 述 のパ ター ンを もう一 度思い返 してみ たい。 「鐘楼 の悪魔」 と 「赤 死病 の仮

面 」 において,こ のパ ター ンが極 めて明 白であ るが ために,こ の二 つの作品 は 「壁 』を は

さんで対峙 す る論理世 界 とい うあま りにも単調 な図式 の上 に構 成 された物語で あ ることは

否 めない事実 であ る。 それ に対 して 「ア ッシ ャー家 の崩壊 」 においては上記 のよ うに単純

に図式化 で きる構成 はみ られ ない。 どこが論理 世界 で,ど こが非論理 世界 なのか,又 それ

を分 け隔 ててい る 「壁』 は ど こに存 在す るのか は一 見 しては判別 がつか ない。 しか しなか

ら,繰 り返 して言 うが,こ のパ ター ンが この作 品を理解 す る上で の必 須条件 なのであ る。

このパ ター ンにそ って考 えて みよ う。 「ア ッシャー家 の崩壊」 の語 り手 は どこか ら来 た

のだ ろ うか。 彼 は物語 の 昌頭で次 の ように述 べ る。

...Ihadbeenpassingalone,onhorseback,throughasingularlydrearytract

ofcountry;andatlengthfoundmyslf.

HouseofUsher.(III,p.273)
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ボー は語 り手が住 んでい る場所 を具体的 には記述 していないが,長 い旅 の後 に,こ の陰

うつ なア ッシャー館 にた ど り着 いた ことが わか る し,語 り手が ロデ リックか ら受 け取 った

手紙が"adistantpartofthecountry"(III,p.274)か ら届 い た と言 ってい ることか らも,

彼 は不可 思議 な世界 であ るア ッシャー館 か らはよほ ど離れ た場所 で生活 を送 ってい た こと

にな る。

それ な らば,語 り手 の住む世 界か ら隔 った場 所 に建 つ ア ッシャー館の位 置 とはいか な る

所 なのかが問題 にな って くる。常 に論理 的であ ろ うとす る語 り手 の住む場所 が,パ ター ン

でい う 「壁」 の 内部 の論 理世界 に存在す ると比 定 され るのな らば,ア ッシ ャー館 に象微 さ

れ る不可思議 な世界 は 『壁』 の外部 の非論理 世界 に存在 す る と簡単 に言い きれ るだ ろ うか。

そ こで前 出の二作品 で,非 論理 世界が どのよ うに描 かれてい るかを見 る。 「鐘 楼 の悪魔」

において,ボ ー は非論理 的世界(Vondervotteimittiss村 を取 り囲むな だ らかな丘 の向 こ

う側)を 次 の よ うに描 写す る。

...Overwhosegentlehills'summitthepeoplehaveneveryetventuredto

pass.Forthistheyassigntheverygoodreasonthattheydonotbelievethere

isanythingatallontheotherside.(III,p.249)

この作品での非論理世界とは 『壁』の内部の人間 とは無関係であり,存 在することす ら

否定 しようとする世界である し,「 赤死病の仮面」における非論理の世界(プ ロスペロ公

が住む城の外側)は 赤死病の支配する文字通 り死の世界である。 これ ら二つの作品におけ

る非論理世界は,内 部の人間の想像を絶す る表現不能な世界であるがゆえにボーは敢えて

具体的な描写を避 けているのである。

ところが,「 アッシャー家の崩壊」 においては,パ ターンに合わして考えるな らば,一

見非論理世界に見えるアッシャー館に象微され る不可解な世界は,論 理的であろうとする

語 り手 によってかなり克明に描写されるのである。すなはち,ア ッシャー館に象微 される

世界は当然,他 の二作品に見 られる非論理世界 とは別物なのである。 この世界は論理世界

からの訪門者である語 り手が入 りこむことのできる,同 時に今や論理的世界か らはかけ離

れた存在のロデ リック,マ デ ライン兄妹 も入 りこみ,両 者が共存 し関り合いをもつ,パ タ

ー ンに則 して言 う,論 理世界 と非論理世界の間にある 『壁』の部分に位置 していることに

なる。言いかえるな らば,こ の作品は論理 と非論理の世界が重 り合いオーバー ラップ して

いる場所を描いた物話であると言える。そ して最後の場面のアッシャー館の崩壊す る様は,

論理 と非論理の間に図式的に存在する壁などは崩れ去る連命に しかないということを劇的

に表現 しているのである。

以上のように,° の用いる一つのパ ター ンを応用 して,「 アッシャー家の崩壊」の構

成を明確に してきた。ではこの作品の構成はボーが我々に示そうとする作品の持つ意味 と
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どの よ うな関 り合 い を持 つのだ ろ うか。

この物語 は,語 り手 とい う論理 的入物 の 『壁』 へ のいわば冒険談 であ るとい え る。語 り

手 は,そ こでア ッシ ャー館 の崩壊 を 目前 にす ることによ り,『 壁』 の向 こう側 にあ る非論

理 世界が論理世 界 にまさに覆いかふ さる様を 目撃 す る。

しか し,こ の作品 での,ア ッシ ャー館 の崩壊 とい う劇的場面 が表現す る 「壁』 の崩壊 は,

論 理世界,そ れ を とり囲む 「壁』,そ の外側 の非論理世 界 とい う平面 的に と らえ られ,図

式化 された 「壁』 の崩壊 で はない。 前述 のよ うに,語 り手 は,何 とか論 理 に しが みついて

生 きよ うとす る人間性 を象微す る人物で あ り,非 論理世 界の ことに無 関心で い られ る丘 に

囲 まれ た村 の住人 のよ うな理想郷 的論理世界 に住む人 々の象微で はない。非論理 的世界 の

存在 に うす うす なが ら気 付 き,気 にか けて い るか らこそ,不 可解 なア ッシャー館 に対 して

不 安 と恐怖 感を覚 え るので ある。

最後 にボーは ア ッシャー館 の崩境 を描 いて論 理世界 と非論世界 をは っき り区別 す る 『壁』

など存在 し得 ない ことを読者 に暗示 し,ア ッシャー館 の位置す る論 理 と非論理 の共存す る

世界 こそが現 実 の世 界で ある ことを我 々に示 そ う とす る。

結局,こ の作 品が象微す るのは,語 り手 の内的世 界であ り,こ の作品 におけ る 『壁』 は

語 り手 に代 表 され るように,常 に論理的 であ ろ うとす る入間が,非 論理か ら自分 を保護 し

よ うと自 ら築 きあげ る 「壁』 なので あ り,そ れ は当然崩 れ去 る運命 に あるのだ。 皮肉 な こ

とに,語 り手が論理 的な 目で捕 えた ア ッシャー の館 の屋根 か ら地面 へ と走 るジグザ クの亀

裂(III,P.277)は,崩 れ去 る運命 にあ る ことを うす うす は気付 きなが らも 「壁』 をは り

廻 らそ うとす る人間 の非論理 に対す る不 安 と恐怖 心を表 わ してい るの であ る。

NOTES

{1)EdgarAllanPoe,"TheDevilintheBelfry,"TheCompteWonksofEdgarAllanPoe,ed.

JamesA.Harrison{NewYonk,1902;rpt.NewYork:AMSPress,1967),Vol.III,248-49.

以 下,ボ ー の 作 品 か ら の 引 用 は す べ て,こ の ヱ デ ィ シ ョ ン に 依 る。 以 後 は テ キ ス トの 中 で 巻 数 と

ペ ー ジ数 の み 表 示 す る 。

(2)Jean-PaulWeberは こ の 村 の 名 前v・ndervotteimittissが"wonderwhattimeit・ 　isと 読 め る こ

と か ら,こ の 村 は 時 間 に 支 配 さ れ た 世 界 だ と述 べ る 。 以 下 を 参 照 。

Jean-PaulWeber,"EdgarPoeortheThemeoftheClock,"trans.ClaudeRichardand

RobertRegan,Poe:ACollectionofCriticalEssays,ed.RobertRegan(EnglewoodCliffs,

N.J.:Prentice-Hall,1967),p.79.

(3)以 後 「』 付 の 壁 は,あ る 二 つ の 世 界 を 分 け 隔 て る,抽 象 概 念 と して の 壁,と い う意 味 で 用 い る 。

(4)CharlesFeideisonJr.,SymbolismandAmericanLiterature(Chicago:UniversityofChicago

Press,1953),p.35.

(5)Lyle,H.Kendall,Jr.,"TheVampireMotifin`TheFalloftheHouseofUsher'"Twentieth

CenturyInterpretationsof"TheFalloftheHouseofUsher":ACollectionofCriticalEssays,

ed.ThomasWoodson(EnglewoodCliffs,N.J.:Prentice-Hall,1969),p.ユ04.

(6)AllenTate,"OurGousin,Mr.Poe,"Poe:ACo〃ectionofCriticalEssays,P.44.に お い て,

三 者 の 同 一 性 を 論 じ て い る。
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